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富山湾産ホタルイカの肝臓脂質（短報）

川崎賢一・大泉徹・林清志

（1993年２月８日受理）

LiverLipidsintheFireflySquiｄＷｔｚｔａｓｅ凡jascmtj"α"ｓｏｆＴｏｙａｍａＢａｙ

Ｋｅｎ－ｉｃｈｉＫＡＷＡＳＡＫＩ*')，ＴｏｏｒｕＯＯＩＺＵＭＩ*')，ａｎｄＳｅｉｓｈｉＨＡＹＡＳＨＩ*2）

Thecomponentsmakinguptheliverlipidsofthefireflysquid，

Wtztase凡jascj"t"j上z"s，inToyamaBaywereinvestigatedandｃｏｍｐａｒｅｄ

ｗｉｔｈｔｈｏｓｅｏｆｇｏｎａｔｉｄａｎｄｃommonsquids・

Theliveroffireflysquidyielded37.3±3.7％lipidswhichcontained

ahighpercentage（49.9-806％）oftriglycerides，asmallamountof

diacylglycerylethers（1.0-5.0％）ａｎｄothers，Ｔｈｅliverlipidsoffirefly

squidwerefoundtoconsistofsaturatedacids（23.5±1.6％)，monoenes

(39.2±1.9％）andpolyenes（36.5±1.6％)．

Theprincipalcomponentswereasfollows：palmiticacid（14.6±1.0％)，

oleicacid（１９．４±1.5％)，eicosapentoenoicacid（１８．３±２．１％），and

docosahexaenoicacid（9.3±1.3％)．

Thepatternsinthedistributionofthelipidsandfattyacidsofthe

fireflysquidliverweredifferentfromthoseofthegonatidsquid，

Ｇｏ瓦ａｔｊｄｍａ城o，ｂｕｔｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈｏｓｅｏｆｔｈｅｃｏｍｍｏｎｓｑｕｉｄ，Tbdarodes

pac抗cusThissuggestedthatthefireflysquidfeedsonthesamekindsof

foodorganismsascommonsquids．

Keywords:fattyacidcomposition，fireflysquid，lipidcomPosition，liver

lipids

海産動物の肝臓などに蓄積される脂質の組成はそれらの棲息深度によって異なり，深海

性の種では，ジアシルグリセリルエーテルなどの非グリセリド脂質が多く含まれることや

構成脂肪酸中のポリエン酸の含有率が低く，モノエン酸の含有率が高いことが報告されて

いる（林・山田1975,HayashiandTakagil981)。ホタルイカＷ上ztas”αＳｃ”j"α〃ｓ

は日本近海に広く分布し，成熟や索餌に対応して表層から中層に至る広い範囲に棲息する

ことが知られているが，その肝臓脂質の組成については明らかでない。そこで，本研究で

は富山湾の定置網で漁獲されたホタルイカ肝臓脂質の組成を検討し，従来報告されている

深海性のマッコウタコイカＧｏ〃αtjdmaAe虎oや広い範囲を移動するスルメイカTodarodes

pac城cz4sのそれら（山田・林1975,HayashiandKawasakil985）と比較した。
1987年および1988年の３月から７月の間に25回のサンプリングを行ない，１ロット約6０
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Table２．Fattyacidcompositionofliverlipidsoffireflysquid
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～100尾から肝臓を採取して，Bligh-Dyerの方法（BlighandDyerl959）で脂質を抽出

した。脂質組成はn-ヘキサン：ジエチルエーテル：酢酸（85:15:１，ｖ/v）を展開溶剤とし

た薄層クロマトグラフィーにより分析した。脂肪酸組成は脂質を10％塩酸メタノールでメ

チルエステル化した後，カラム充填剤としてUnisole3000を用いたガスクロマトグラフィー

によって分析した。得られた結果をTablelおよびTable2に示す。

脂質含量は，30.1～42.6％の間で変動し，平均値は37.3％であった。Ｔａｂｌｅｌに示した

脂質組成にみられるように，マッコウタコイカなどに多いジアシルグリセリルエーテルも

1.0～5.0％含まれていたが，主成分はスルメイカの場合と同様にトリグリセリドであり，

Table１．Compositionofliverlipidsoffireflysquid．
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その含有率の平均値は71.0％であった。脂肪酸組成における主要成分はC16:0酸,Ｃ18:1酸，

C20:5(①3)酸およびC22:6(の3)酸であった。飽和酸と不飽和酸の含有率の平均値は飽和

酸が23.5％，モノエン酸が392％，ポリエン酸は36.5％であり，マッコウタコイカの場合

よりもモノエン酸の含有率が著しく低く，スルメイカの脂肪酸組成とよく似ていた。

以上述べたようにホタルイカ肝臓脂質の成分組成は深海性のマッコウタコイカよりもむ

しろ表層性のスルメイカのそれに類似していた。脂質組成が深海性と表層性のイカで異な

る理由については現在のところ不明であり，ジアシルグリセリルエーテルの由来も明らか

ではない。一方，水産動物の蓄積脂質の脂肪酸組成は餌料生物のそれの影響が大きいと考

えられるので，上記の結果は，ホタルイカがスルメイカと同様に表層性のプランクトンな

どを餌料生物としていることを示唆するものである。
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